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はじめに

・この資料では、インターネットを活用し
た遠隔授業の成績評価の方法を「定期試験
を行わず、平常試験（小テスト・レポート
等）で総合評価する」ことに伴い、成績評
価で活用いただける関大LMSの機能および
方法を紹介します。
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成績評価の方法に関する関大LMSの機能紹介

(1)ミニッツペーパー（コメント用紙）
の配付・回収 詳細な方法はこちら

(2)レポート課題の指示・回収 詳細な方法はこちら

(3)小テストの実施 詳細な方法はこちら

関大LMSで教材作成したのちには、 [学生としてログインする]機
能を用いて学生目線での確認をお願いします。
作成者が想定してない画面・課題提示になることを防ぐことがで
きます。

関大LMSで課題を課す場合、学生は「自分が正しく受験（提出）
できたのか」といった不安から担任者に問い合わせをする可能性
があります。学生側で実施状況を確認する機能がありますので、
あわせて指示いただきますようお願いいたします。
※学生側の操作方法は次ページをご参照ください。
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テスト受験・レポート提出後の確認方法（学生）

• 関大LMSにて学生がテスト受験・レポート提出後
に実施状況を確認する方法は以下のとおりです。

【テスト受験後】
関大LMSへログイン後、該当の科目を選択、画面左
上の [成績] > [テスト結果] >任意のテストを選択
することで確認できます。

科目名
①

③

②

科目名
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テスト受験後・レポート提出後の確認方法（学生）

【レポート（アンケート）提出後】
関大LMSへログイン後、該当の科目を選択し、画面
左上の [成績] > [マイレポート] >任意のテストを
選択することで確認できます

科目名 ①

②

※採点をともなうテストやレポートの場合、教員が採点するまでは、得点表示が
“0” や “未” となります。

※スマートフォン等で確認する際は、画面サイズの都合上、課題名（教材名）のみ
表示されますが、右側へスクロールすると提出物の確認ができます。

記述式の場合は記述した内
容が表示され、レポート提
出の場合は提出したファイ
ル名が表示されます。

科目名③
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(1)ミニッツペーパー（コメント用紙）の配付・回収

• 関大LMSでは、[レポート]機能・[アン
ケート]機能・[テスト]機能で、ミニッツ
ペーパーを配付・回収することができま
す。

• 提出されたものは、［レポート］や［テ
スト］であれば「レポート/記述式問題の
採点」で、［アンケート］は「アンケー
ト集計」から管理やダウンロードをする
ことができます。
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(1)ミニッツペーパー（コメント用紙）の配付・回収

• ３機能の大きな違いは、採点機能の有無と、採点時の
ダウンロードファイルの閲覧方法です。

⇒[レポート］および[テスト]機能は、関大LMS上で採点
（成績への反映）可能ですが、 [アンケート]機能は採点
（成績への反映）ができません。

⇒[レポート］および[テスト]機能は、学生一人１ファイ
ルがダウンロードされます。[アンケート]機能はアン
ケートごとに１ファイルがダウンロードされます。少
人数であれば[レポート]機能は有効ですが、大人数で
あれば[アンケート]機能が使いやすいです。

（学生一人１ファイルごとに展開する手間があるため）

[レポート]・ [テスト]・[アンケート]機能の違い
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(1)ミニッツペーパー（コメント用紙）の配付・回収

• 前頁を参考にご自身にあった機能をご利用くださ
い。

• 各機能を使った教材作成方法は以下のページをご
覧ください。
［レポート］機能はこちら
［テスト］機能はこちら
［アンケート］機能はこちら

• いずれの機能でも、教材作成したのちには [学生と
してログインする]機能を用いて学生目線での入力
画面を確認（方法は各機能のページを参照）し、学生に対しては実
施状況を確認する機能（方法はこちら）を周知いただきま
すようお願いいたします。
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(2)レポート課題の指示・回収

• 関大LMSでは、［レポート］機能や［テ
スト］機能で、レポート課題の指示・回
収をすることができます。

• いずれの機能でも提出期間、提出時間な
ど詳細を設定することができ、提出され
たレポートを課題ごとに Zip ファイル形
式でダウンロードすることができます。
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(2)レポート課題の指示・回収

• 関大LMS のレポートの採点にあたっては、
[類似レポート検知]機能を活用して、剽
窃チェックや模範解答との類似を判定す
ることができます。
※一部もしくは全部を複写したような剽窃に該当するレポー
トの検出や、基準となるテキストを教員が設定することで参
考文献との類似性や模範解答との比較を行うといった使い方
もできます。
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(2)レポート課題の指示・回収

• ［レポート］・ [テスト]機能に、大きな違いはな
く、いずれの機能でもレポート課題の指示・回収、
採点、類似レポート検知が可能です。

※［教材を作成する］画面にて[レポート]を選択するか［テ
スト］するかによって、基本設定で表示される『種別』およ
び、教材作成後の教材一覧での表示が若干異なります。

[レポート]・ [テスト]機能の違い

教材一覧の表示

基本設定画面

［レポート］機能を選択 ［テスト］機能を選択
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(2)レポート課題の指示・回収

• 前頁を参考にご自身にあった機能をご利用くださ
い。

• 各機能を使った教材作成方法は以下のページをご
覧ください。
［レポート］機能はこちら
［テスト］機能はこちら

• いずれの機能でも、教材作成したのちには [学生と
してログインする]機能を用いて学生目線での入力
画面を確認（方法は各機能のページを参照）し、学生に対しては実
施状況を確認する機能（方法はこちら）を周知いただきま
すようお願いいたします。
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(3)小テストの実施

• 関大LMSでは、 [テスト]機能でテストを
実施することができます。
※記述式の解答を提出させる場合は［レポー
ト］機能も活用できます。

• 受験期間、受験時間、受験回数など詳細
を設定することが可能です。

• 正答を事前に登録しておけば、学生がテ
スト解答後すぐに採点されます。また採
点結果を公開することも可能です。
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(3)小テストの実施

• 各機能の操作方法は以下のページをご覧くださ
い。
［テスト］機能はこちら
（記述式の解答を提出させる場合）［レポー
ト］機能はこちら

• いずれの機能でも、教材作成したのちには [学
生としてログインする]機能を用いて学生目線で
の入力画面を確認（方法は各機能のページを参照）し、学生に対
しては実施状況を確認する機能（方法はこちら）を周知
いただきますようお願いいたします。
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［レポート］機能による教材作成方法
①関大LMSにログイン後、コースリスト（時間
割表）からレポート課題やミニッツペーパーを
作成したい科目を選択
②［教材を作成する］をクリック

先生の氏名

科目名 クリック
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［レポート］機能による教材作成方法

③［レポート］をクリック
クリック
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［レポート］機能による教材作成方法
④タイトルを入力
⑤（必要に応じて）種別を変更

※デフォルトは「レポート」（＝成績公開）となっています。
学生に採点結果を非公開とする場合は、「レポート（成績非公開）」
を選択してください。

④

⑤
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［レポート］機能による教材作成方法
⑥レポートを提出できる日時制限を設ける場合、
［する］を選択し、右側に設定時間を入力

⑦教材の実行制限を設ける場合、上限回数を入
力
※上限に達した場合でも学生の教材一覧画面に教材名は表示されますが、教材
画面に進んでも「現在はこの教材は利用できません」と表示されます。

※レポートの提出回数の制限ではありません。レポート課題の教材を開いて課
題の内容を確認し、提出しないで終了しただけでも 1 回とカウントされます。

⑦

⑥
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［レポート］機能による教材作成方法

⑧必要に応じて「合格点の設定」に点数を入
力

⑧
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［レポート］機能による教材作成方法

⑨ 画面下部までスクロールし、［テスト作
成：問題編集］をクリック

⑩ 公開してよいか確認する画面が表示される
ので［OK］をクリック

※⑥で日時制限を設定していれば、教材名は公開されますが、教材へのアク
セスは設定した日時までできません。

※学生にまだ公開したくない場合は、画面に従ってアクセス制限を設定してく
ださい。ただし、教材完成後にアクセス制限を解除（公開へ変更）しなけれ
ば学生は教材を確認できませんのでご注意ください。

⑨

⑩
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⑪（⑧で合格点を設定した場合）配点を入力
⑫ 課題手入力欄に課題文を入力
⑬（必要に応じて）課題スタイルを変更

［レポート］機能による教材作成方法

⑫

⑬

⑪
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【課題スタイル】とは？
※デフォルトでは［レポート提出］になっています。
ミニッツペーパーとして使用する場合は、学生が関大LMS画面にて直接
入力できる［記述式］をおすすめします。

［レポート］機能による教材作成方法

［レポート提出］の場合
必要に応じて、提出できるファイルの上限サイズや種類を設定できます。

［記述式］の場合
必要に応じて、字数制限を設定します。
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⑭［保存］をクリック
※画面左下に課題文、課題スタイルなどが反映された課題提出の
プレビュー画面が表示される

⑮編集画面を閉じる

［レポート］機能による教材作成方法

⑭

⑭※

⑮

科目名

先生の名前
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［レポート］機能による教材作成方法

⑯コース画面の［学生としてログインす
る］をクリック

⑰学生モードで教材が公開されていること
や教材内容に間違いがないことを確認

⑱学生モード［解除］をクリック
⑯ 先生の名前

科目名

科目名

先生の名前

⑱
⑰

［レポート］機能を使ったレポート課題（ミニッツペーパー） 完成！
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［テスト］機能
①関大LMSにログイン後、コースリスト（時間
割表）からテストやレポート課題を作成したい
科目を選択
②［教材を作成する］をクリック

先生の氏名

科目名 クリック
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［テスト］機能

③［テスト］をクリック

クリック
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④タイトルを入力
⑤種別（下表）を選択する

種別 学生への成績表示 説明

自習用
（成績公開） ○ 教材を実行し、最後に正解と解説を確認することが

できます

試験
（成績非公開）

コース設定で『「試験」教材の得点公開』
を有効に している場合は、テストの点数
のみ閲覧できます

定期試験やテストとして使用できます

一問一答 ○ 1問ごとに正解を確認しながら、問題を進めること
ができます

［テスト］機能

④

⑤

※HotPotatoes（試験）やHotPoatatoes（自己学習）はHot Potatoes教材を利用する場合にのみ選択してください。
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［テスト］機能
⑥テストを受験できる日時制限を設ける場合、
［する］を選択し、右側に設定時間を入力

⑦教材の実行制限を設ける場合、上限回数を入
力
※上限に達した場合でも学生の教材一覧画面に教材名は表示されますが、教材
画面に進んでも「現在はこの教材は利用できません」と表示されます。

※テストの受験回数の制限ではありません。テスト教材を開いて内容を確認し、
受験しないで終了しただけでも 1 回とカウントされます。

⑦

⑥
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［テスト］機能

⑧必要に応じて「合格点の設定」に点数を入
力

⑧
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［テスト］機能

⑨画面下部までスクロールし、［テスト作
成：問題編集］をクリック

⑩公開してよいか確認する画面が表示される
ので［OK］をクリック
※⑥で日時制限を設定していれば、教材名は公開されますが、教材へのアク
セスは設定した日時までできません。

※学生に公開したくない場合は、画面に従ってアクセス制限を設定してくださ
い。ただし、教材完成後にアクセス制限を解除（公開へ変更）しなければ学
生は教材を確認できませんので、ご注意ください。

⑨

⑩
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⑪ （⑧で合格点を設定した場合）配点を入力
⑫ 問題手入力欄に問題文を入力
⑬ （必要に応じて）問題スタイルを変更

［テスト］機能

⑫

⑬

⑪
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【問題スタイル】とは？
※デフォルトでは［単数選択式］になっています。

⇒ミニッツペーパーとして使用する場合は、関大LMS画面にて直接入力
できる［記述式］をおすすめします。

⇒レポート課題として使用する場合は、学生がファイル形式でレポート
を提出できる［レポート提出］をおすすめします。

⇒小テストとして使用する場合は、先生の作成する問題にあったスタイ
ルを選択してください。『問題スタイル』横にある をクリックする
と、各スタイルの詳細な説明をご確認いただけます。

［テスト］機能
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⑭（必要に応じて）［新しい問題を追加］
をクリック。⑪～⑬を繰り返すことで、
問題を追加で作成できます。

［テスト］機能

⑭

科目名

先生の名前
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⑮［保存］をクリック
⑯編集画面を閉じる

［テスト］機能

⑯

⑮

科目名

先生の名前
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［テスト］機能

⑰コース画面の［学生としてログインす
る］をクリック

⑱学生モードで教材が公開されていること
や教材内容に間違いがないことを確認

⑲学生モード［解除］をクリック
⑰ 先生の名前

科目名

科目名

先生の名前

⑲ ⑱

［テスト］機能を使ったミニッツペーパー（小テスト・レポート課題）
完成！
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［アンケート］機能
①関大LMSにログイン後、コースリスト（時間
割表）からミニッツペーパーを作成したい科目
を選択
②［教材を作成する］をクリック

先生の氏名

科目名 クリック

※ ［タイムライン］よりアンケートを作成する方法も
ありますが、このマニュアルでは［教材を作成す
る］よりアンケートを作成する方法を説明します。
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［アンケート］機能

③［アンケート］をクリック

クリック
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［アンケート］機能
④タイトルを入力
⑤レポートを提出できる
日時制限を設ける場合、
［する］を選択し、右
側に設定時間を入力

⑥教材の実行制限を設け
る場合、上限回数を入
力
※上限に達した場合でも学生の教材一覧画面
に教材名は表示されますが、教材画面に進ん
でも「現在はこの教材は利用できません」と
表示されます。
※アンケートの提出回数の制限ではありませ
ん。アンケート教材を開いて課題の内容を確
認し、提出しないで終了しただけでも 1 回と
カウントされます。

④

⑥

⑤
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［アンケート］機能

⑦画面下部までスクロールし、［テスト作
成：問題編集］をクリック

⑧公開してよいか確認する画面が表示される
ので［OK］をクリック
※⑤で日時制限を設定していれば、教材名は公開されますが、教材へのアク
セスは設定した日時までできません。

※学生に公開したくない場合は、画面に従ってアクセス制限を設定してくださ
い。ただし、教材完成後にアクセス制限を解除（公開へ変更）しなければ学
生は教材を確認できませんので、ご注意ください。

⑦

⑧
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⑨設問手入力欄に課題文を入力
⑩設問スタイルを変更

※デフォルトでは［単数選択式］になっています。
ミニッツペーパーとして使用する場合は、関大LMS画面にて直接入力
できる［記述式］をおすすめします。

［アンケート］機能

⑨

⑩
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⑪［保存］をクリック
※画面左下に設問、設問スタイルなどが反映されたアンケートの
プレビュー画面が表示される

⑫編集画面を閉じる

［アンケート］機能

⑪

⑪※

⑫

科目名

先生の名前
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［アンケート］機能

⑬コース画面の［学生としてログインす
る］をクリック

⑭学生モードで教材が公開されていること
や教材内容に間違いがないことを確認

⑮学生モード［解除］をクリック
先生の名前⑬

科目名

科目名

⑮

⑭

［アンケート］機能を使ったミニッツペーパー 完成！



43

Copyright©2021 Kansai University.All Rights Reserved.

さいごに

• その他、オンラインでの授業設計・活用
例などはこちらをご覧ください。

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/support_teacher.html
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